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社会福祉法人教泉会 
社会福祉法人教泉会 新中長期計画２０１９－２０２９（2026 資料更新） 
 
１ はじめに 
 令和６年末の出生数が７２万人と公表されたが、実質日本人だけで集計すれば７０万人を割り込むのではないかと言わ
れている。 
かつての予測よりも１５年も早いペースでこの数字に達しており、当市においても大きな不安材料となっている。 
令和に入りこども政策の予算は増加しているものの、一向に成果が見えてこない実情がある。 
令和７年の岐阜市の出生数は約２２９５名（前年比 4.7％減）ほどであったが、10年以内には０歳児の出生数が１０００

人を割り込む公算がある。岐阜市の乳幼児施設の半数が不要になる計算で、今後の動向に注意が必要である。 
  相変わらず子どもを持つことへの不安から結婚をためらう若者が多く存在することから、乳幼児機関として安心して子
どもを産み育てることの楽しさを社会に伝えていく必要がある。 
わが国は先進国の中でも子どもにかける予算が最も低いことから、子育てに費用がかからない制度設計が求められる。 

 一方、一向に回復のみえない保育士人材確保であるが、国は昨今人件費の増額に動いている。令和７年度の改定でも、
鈍化はしたものの上昇しており、令和８年度の俸給に反映させたいと考えている。 
ただ、物価の高騰、人材確保の観点から民間企業の初任給も大幅な引き上げに動いており、焼け石に水となることも考

えられる。ここに来て世界情勢が不安要素となっており、今後の動向に注意しながら改善を目指していきたい。 
今後も、保育者の働き方改革自体も、職員の意見を聴取しながら取り組みを更に進めていきたい。 

 次に、岐阜市の第３次保育所民営化も北西部の統廃合の計画は撤回され、公立園として統廃合を行うこととなった。 
令和７年度をもって、黒野保育所が廃止される。 

 
 保育内容については、黒野こども園では、既に教育・保育の改革に着手して 10年目を迎えているが、児童の姿が変わっ
てきたことが実感できる。乳幼児期の子どもの主体性を尊重することがいかに大切さを改めて痛感している。 
こどもまんなか社会の実現に向け引続き注力したい。 
 
 昨今、地域や家庭の養育力の低下が、益々進行する中で、既に保育園・認定こども園利用者数が８割となり、こども園・
保育園に求められること、責任が年々増してきているのも事実である。家庭では、子育ての孤立化，育児に対する負担感・
不安が増加しており，子育て中の親子が気軽に交流することができる環境づくりが求められている。また、安心して遊ぶこと
が出来ない地域の環境が、子ども達のコミュニケーション力、身体能力までも蝕んできている。 
 このような社会環境を補うことも我々が取り組む課題であると考えている。 
 これからの時代を生きるために、子ども達に何が必要なのかを基本として、学校教育・保育の枠組みの中で子ども達の
学びをサポートして行かなくてはならない。 
 そのためには、子どもが安心して生活できる保育環境を構築することが不可欠であり、このことが、自己肯定感を高め、
主体的な活動を生むこととなり、子どもの能力が最大限発揮できると考えている。 
 
２． 岐阜市対象年齢児人口統計 
 下段図１－２-１にて今後の児童数の推移を読み取りことが出来るが、世帯数は増える地域はあるものの北西部の状況
は年齢が低下するほど減少が進んでおり、今後の保育の需要を考える上で参考としなければならない。 
 
人口の推移 
 
北西部地域年齢別児童数 
 
  平 成 3 1 年 4 月  

地 区 別  人 口  0 ～ 4  5 ～ 9  

黒   野  1 1 , 9 5 6  3 2 6  3 7 4  

方   県  2 , 5 1 0  5 3  7 9  

西   郷  8 , 8 5 9  3 9 6  4 3 9  

七  郷  1 1 , 1 5 8  4 2 8  5 9 0  

網   代  1 , 9 9 3  4 7  5 5  

令 和 ２ 年 ４ 月     

校 区  地 区 人口  0 ～ 4  5 ～ 9  

  黒   野  1 1 , 8 6 0  3 3 3  3 5 5  

  方   県  2 , 4 7 5  4 9  7 5  

  西   郷  8 , 8 5 4  3 8 8  4 3 2  

  七   郷  1 1 , 2 5 3  4 4 0  5 5 1  

  網   代  1 , 9 5 5  3 9  4 8  

令 和 ３ 年 ４ 月     

校 区  地 区 人口  0 ～ 4  5 ～ 9  

  黒   野  1 1 , 5 5 7  2 9 7  3 3 5  

  方   県  2 , 4 0 0  4 9  6 7  
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  西   郷  8 , 9 1 1  3 7 4  4 3 5  

  七   郷  1 1 , 2 0 1  4 1 9  5 2 7  

  網   代  1 , 9 4 2  3 5  4 4  

    

 

令 和 ４ 年 ４ 月     

校 区  地 区 人口  0 ～ 4  5 ～ 9  

  黒   野  1 1 , 3 3 7  2 8 0  3 3 1  

  方   県  2 , 3 5 6  4 5  6 8  

  西   郷  8 , 8 2 5  3 5 1  4 3 0  

  七   郷  1 1 , 1 1 3  3 8 8  4 8 8  

  網   代  1 , 9 1 8  3 3  4 3  

 

 令 和 ５年 ４ 月  

地 区 別  人   口  0 ～ 4  5 ～ 9  

  黒   野  1 1 , 2 2 3  2 6 9  3 1 3  

  方   県  2 , 3 0 5  4 0  6 3  

  西   郷  8 , 8 0 0  3 5 3  3 9 2  

  七   郷  1 1 , 0 7 8  3 9 1  4 5 0  

  網   代  1 , 8 7 0  3 2  3 2  

 

令 和 ６ 年 ４ 月  

地区別 人  口 0～4 5～9 

  黒  野 11,021 244 296 

  方  県 2,284 47 53 

  西  郷 8,820 363 394 

  七  郷 11,060 385 420 

  網  代 1,833 28 29 

 

令和７年４月 

地区別 人  口 0～4 5～9 

  黒  野 10,828 224 287 

  方  県 2,224 37 53 

  西  郷 8,780 360 373 

  七  郷 11,134 387 434 

  網  代 1,770 23 31 

 

世 帯 数  

 

 

平 成 2 2  年 1 0 月  平 成 2 4 年 1 0 月  平 成 2 6 年 1 0 月  平 成 3 1 年 2 月  

世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  世 帯 数  人 口  

総  数  1 4 , 3 2 1  3 7 , 2 8 9  1 5 , 3 9 5  3 8 , 3 6 3  1 5 , 5 0 6  3 7 , 8 8 2  1 5 , 0 5 6  3 5 , 4 8 4  

黒  野  5 , 2 0 3  1 2 , 5 0 1  5 , 7 3 6  1 3 , 0 8 1  5 , 6 6 6  1 2 , 6 8 1  5 , 2 5 2  1 1 , 3 6 0  

方  県  1 , 0 0 2  2 , 9 7 8  1 , 0 4 6  2 , 9 1 5  1 , 0 4 5  2 , 8 2 5  9 6 7  2 , 5 0 3  

西  郷  3 , 1 4 1  8 , 7 0 1  3 , 3 2 0  8 , 9 5 6  3 , 4 3 2  9 , 0 2 3  3 , 4 0 6  8 , 6 5 8  

七  郷  4 , 0 6 0  1 0 , 9 3 4  4 , 3 2 5  1 1 , 2 2 2  4 , 3 9 3  1 1 , 2 5 0  4 , 4 5 3  1 0 , 9 8 2  

網  代  9 1 5  2 , 1 7 5  9 6 8  2 , 1 8 9  9 7 0  2 , 1 0 3  9 7 8  1 , 9 8 1  

 

 

 令 和 元年 1 0 月  令 和 ２年 度 1 0 月  令 和 ３年 度 1 0 月  令 和 ４年 1 0 月  

 世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  

総  数  1 5 , 9 1 4   3 6 , 5 6 3   1 5 , 3 2 4  3 5 , 1 4 9   1 5 , 3 9 7   3 4 , 8 8 6   1 5 , 4 4 9   3 4 , 3 7 7  

黒  野  5 , 7 0 5   1 1 , 9 7 9   5 , 2 7 1   1 1 , 0 8 9   5 , 2 6 8   1 0 , 9 5 0   5 , 2 1 9   1 0 , 6 6 6  

方  県  9 9 1   2 , 5 0 1   9 7 5   2 , 4 2 5   9 5 6   2 , 3 4 7   9 6 5   2 , 3 1 8  

西  郷  3 , 5 8 8   8 , 9 1 1   3 , 4 7 9   8 , 6 4 7   3 , 5 3 0   8 , 6 8 3   3 , 5 9 0   8 , 6 3 9  
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七  郷  4 , 6 4 6   1 1 , 2 1 1   4 , 5 9 5   1 1 , 0 4 8   4 , 6 5 6   1 1 , 0 1 1   4 , 6 8 4   1 0 , 8 9 3  

網  代  9 8 4   1 , 9 6 1   1 , 0 0 4   1 , 9 4 0   9 8 7   1 , 8 9 5   9 9 1   1 , 8 6 1  

  

校  区  令 和 ６ 年 ３ 月 現 在  令 和 ７ 年 ２ 月 現 在  令 和 ８ 年 ３ 月  

世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  世 帯 数  人  口  

西   部  19 ,474 42 ,960 19 ,588 42 ,525 19 ,650  42 ,055  

木     田  1, 255 2, 967 1, 268 2, 947 1, 264  2, 881  

黒     野  5, 201 10 ,360 5, 203 10 ,169 5, 200  10 ,003  

方     県  66 9 2, 265 95 5 2, 209 95 3  2, 150  

西    郷  3, 659 8, 643 3, 699 8, 580 3, 728  8, 532  

七    郷  4, 750 10 ,831 4, 823 10 ,811 4, 855  10 ,789  

合    渡  2, 667 6, 097 2, 696 6, 086 2, 710  5, 997  

網    代  97 3 1, 797 94 4 1, 723 94 0  1, 703  

 

※ 資 料 追 加  
 

岐阜市人口予測 

 国勢調査の結果によれば、本市の人口は 1975
(昭和 50)年ごろから、30 年近く 40～41万人台
で推移してきたが、柳津町との合併直前(2005
(平成 17)年 10 月)の調査結果では 30 年ぶりに
40 万人を下回りまわった。 

 2007(平成 19)年に本市で行なった推計による
と、2005(平成 17)年には 41.3 万人であった人
口は、2030(平成 42)年には 35.8 万人まで減少
すると予測されます。日本の総人口も 2005(平
成 17)年から減少が確認されており、今後はま
すます人口減少が進むと予測されている。 

 
 
 
 
資料：人口関連資料 岐阜市役所 
３ 補助金、施設型給付費の推移 
 公定価格の地域区分が平成 29 年度より 6/100 となるなど、、
地域間格差に一石を投じられた事はありがたいが、隣接に名古屋
市を有する愛知県があるため、更なる改善が求められる。しか
し、新型コロナウイルスの感染拡大による企業業績の落ち込みか
ら、令和２年度は人事院勧告でマイナスが提示され、今後の経済
状況によっては大きく公定価格が影響を受ける可能性を秘めてい
る。一度引き上げた賃金を下げることは、今後の採用に影響を及
ぼすことも考えられる事から、補助金も含め今後の推移を見守る
必要がある。 
 

４ 整備計画 
  平成 6 年竣工以来、32 年が経過し、施設、設備整備の現状を把握し、今後の長期計画に備える。 
  費用もかなりかかることから、計画的におこなう。 
    設計士とも相談の上、計画を実施する必要がある。 
     
   (1) 外壁の補修・・・クラック処理、コーキング、塗装・・・平成 20 年施工済 
            今後・・令和 6 年実施 
   (2) 屋根の補修・・・腐食部分の補修、笠の設置、コーキング、塗装・・・平成 20 年施工済 
                      今後・・令和 6 年実施 
   (3) 防水・・・・・・平屋根部分の防水、サッシ周りのコーキング・・・平成 20 年施工済 
            今後・・令和 5 年～令和 10 年 令和 6 年一部改修 
  (4) 空調設備・・・・平成 22 年度更新済 次回令和 10 年頃 
  (5) 防災設備・・・・平成 28 年度一部更新 

平成 30 年度は非常用発電機更新 
非常用放送施設 令和 4 年更新 

  (6) 保育室改修・・・室内面積の拡充・保育環境の改善 随時 
            平成 29 年度一部部屋面積の増床、床の AI ｺｰﾃｨﾝｸﾞ再塗布・・・随時 
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  (7) 遊具の更新・・・コンパン遊具 平成 29 年度ハグス製に更新 
 （8）トイレの改修・・トイレのドライ化及び改修を平成 29 年度事業実施済 
   (9) 給排水管補修・・大規模な漏水の発生で厨房の排水を緊急補修 平成 30 年度実施済 
 （10）厨房のドライ化等施設の改善 令和 4 年度実施済 
 （11）土地の取得・・・県道への接道、近隣対策、利用者の利便性向上、開発 令和 4 年度実施済 
 （12）開発許可に向け作業着手 令和７年度より 
（13）廊下の補修 令和７年度実施 
 
５ 人材確保 
  保育需要の拡大が、保育士の人材不足を招いている。それに加え保育士養成校への入学が減少傾向にあ
り、保育士の確保が年々厳しさを増している。 
その対応として養成校学生に対しボランティア、アルバイトのチラシを作成、見学会の実施にて学生に保育

 の楽しさを実感してもらう取組を行う。 
また、愛知県への流出を防ぐため、処遇改善に合わせ更に俸給水準を上げていく。 
※継続事項として実施 

 
６ 教育・保育の向上のための取組 

20 年後の世の中の変化に適応できる人材を育成するためには、現在の子ども達に質の高い教育・保育を実
 施する必要が今回の教育･保育要領改訂にも盛り込まれていることから、自己肯定感、主体性をスローガンに
新たな教育・保育に力を注いでいる。更に園内研修、外部研修を含め保育者の資質向上に力をいれていく考え
である。 ※本年度も引き続き公開保育を実施予定。 

 
７ 子育て支援 
    家庭、地域の子育て力が低下していることから、親への支援を一層強化する必要性が望まれることから、
 子育て支援事業の地域の拠点として施設機能を整備し、地域の子育て環境の向上を図るため，在家庭の親子 
 の子育て支援や親子の個別的支援など，家庭における子育ち・子育て・次代の親育てを支援する。 
  SNS による情報発信の充実。Instagram を活用した情報発信  、親子マルシェの開催 
 
８ 保育時間 
  早朝時間、延長時間共に増加傾向にあるため、人員配置が困難となっている。早朝、夕刻の人員の確保が
 必要。 
 

令和８年度法人運営計画 
 2019-2029 中長期計画を基本に法人の運営を行う。突発的な事項については、その都度対応をしていくことを
基本とする。 
 中長期計画の内容から法人を取り巻く社会環境が刻々と変化の兆しを見せる中、法人として将来的な展望を
見直すことを視野に入れていく必要性を感じている。 

引続き物価の高騰が止まらない状況にあり、光熱費、給食材料等負担が増加している。 
前年度据置いてきた３歳以上児の給食費の値上げを行うと共に土曜日の３歳以上児給食を別途料金として徴

収することで保護者会で理解を得た。 
また、1 歳児の配置改善については、本年度もそれに合わせ職員配置を行う。 
「子ども誰でも通園制度」が本格運用となるが、現状利用者が低年齢に限られることから、受入体制が整わないため令

和８年度については見送る事とした。 
また、人材確保については、令和８年度は確保済であるが、採用状況が思っていた以上にあり、多少余剰がある。 
産休の可能性がある職員も複数おることからやむを得ないと考えている。 
最終的には採用が常勤５名、パート２名となり、育休途中復帰者２名となる。 
法人運営に関しては、こども園を地域核とすることで、社会から認められることが存続のカギとなると考えているため、地

域との関りを重視する。 
  なお、以下に重点事項を掲げる。 
（1） 引き続き園内の AI 活用もしながら、業務の省力化、広報、人材確保に繋げていくため、運用の方法を模

索しながら負担の軽減に努めていきたい。 
 (2) 乳幼児期の教育・保育が、その後の人間としての生き方を大きく左右する重要なものであるとされ、知
  的や感情的な面だけでなく人間関係の面でも、日々急速に成長する時期であるため、この時期に経験すべ
  きことを十分に経験することこそ、将来、人間として充実した生活を送る上で不可欠であるとされている
  ことから、引き続き更に質の高い幼児教育をめざしていきたい。 
  そのため、公開保育を増やすなど、内外の意見を聴取しながら質の向上に繋げていきたい。 
 (3) 現状の敷地で増築等構築物を建てる場合、今後開発許可が必要となる。 

県道に面した土地取得に伴い開発許可取得に向け事業を継続。 
 (4) 地域資源の活用を重視していく。 
 
 
 
 



5 

 

令和８年度黒野こども園事業計画 
 

すべての子どもの最善の利益と幸せのために  
 
令和 8 年度教育・保育方針 

黒野こども園の運営については、今後の北西部の児童数推移が気がかりなところではあるが、2 月末の時点で
児童数 337 名を予定しており、若干減少は否めないが北西部地域として考えればまだ児童数は確保できている
と思われる。北西部に隣接するエリアからの利用者に支えられている側面は引続きある。 

ただし、２歳児が減となっているため、今後３歳以上児が減少する可能性も高く、今後の推移を見守る必要
は否めない。 
平成 28 年以降、これからの時代を見据えた保育の見直しを行ってきたところであるが、子育て支援の取組が

一定の評価をされていると考えている。 
児童数の内訳は、１・2 号 237 名，３号が 100 名の計 337 名である。 
 
令和８年度利用者  前 年４月 359 

学年 ひよこ きい みどり あか もも あお 計 

児童数 7 44 49 84 73 80 337 

 
一方、支援の必要な児童、岐阜大学の関係で外国籍児童も多く、多くの職員の配置が必要ではあるが、新卒

者職員の希望者が年々減少する中、対応に苦慮している。ただし、今年度に限っては４名の新卒者を受け入れ
ることが出来た。 
 令和７年度の人事院勧告により人件費 5.3％が引き上げられたことで、俸給表を見直した。 
 すべての階層で改善できるよう調整を行っている。 
 次に物価の高騰が継続しており副食材料については月額 100 円の値上げをすることとした。 
 ３歳以上児の土曜日利用者については別途料金設定をおこなうことで保護者会にて了解を得た。 
 次に保育の質のさらなる向上については、引続き園内での研修体制の強化を行うと共に、今年度も秋に公開
保育を計画している。 

就学前の教育が、その後の人間としての生き方を大きく左右する重要なものであるとされ、知的や感情的な
面だけでなく人間関係の面でも、日々急速に成長する時期であることから、この時期に経験すべきことを十分
に経験する環境を整備し、次世代のこども達を支援していきたいと考えている。 
  

特定教育・保育の提供の開始にあたり、幼保連携型認定こども園黒野こども園が説明すべき内容は、次の通
りである。なお、掲載情報は令和８年４月１日（予定）からの内容。 

 

１． 施設の目的及び運営の方針  

（施設の目的） 
  社会福祉法人教泉会が設置する黒野こども園 （以下「本園」という。）は、幼保連携型認定こども園と
して、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満３歳以上の子どもに対する教育並びに保育を
必要とする子どもに対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られるよう適当な環境
を与えて、その心身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的とする。 

（運営の方針） 
  本園は、教育・保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「利用乳幼児」という。）の最善
の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい環境を提供するよう努めるものとす
る。 

  本園は、教育・保育に関する専門性を有する職員が、家庭との密接な連携の下に利用乳幼児の状況や発達
過程を踏まえ、教育及び保育を一体的に行うものとする。 

  本園は、利用乳幼児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、利用乳幼児の保護者
に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めるものとする。 

  本園は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律 （平成 18 年法律第 77
号）、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）、岐阜市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例（平成 26 年 9 月 30 日岐阜市条例第 63 号）その他関係法令等を遵守
し、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成 26 年告示：平成 29 年改定）に沿って乳幼児の発達に必
要な教育・保育を一体的に提供する。 

 
『子どもたちは未来を担う宝物である』 

  子どもたちの健全な心身の発達を図りつつ、生涯にわたる人格形成の基礎を培うために、今あらためて
「遊びの環境」を充実させ、「遊び込む力」＝「学ぶ力」を育んでいきたい。 

  黒野こども園では、自然・物・人・社会といった様々な環境と共振（共に身体を動かす）したり、共鳴
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（共に心を動かす）したり、共創（共に脳を動かす）したりできる子どもを「プレイフルキッズ」と呼び、
全身全霊で環境に関わって「遊び込める子ども」の育成をめざします。 

  そこで、当園は「ほっこり」「わくわく」「じっくり」「わいわい」という教育・保育の４つの窓を軸と
する環境創りを行い、子どもたちが主体的に共振・共鳴・共創できる遊び（学び）の環境を充実させる。 

また、保護者が育児に夢や希望を抱き、育児の中で子どもと共振・共鳴・共創できることを「プレイフル
育児」と呼び、地域における世代間交流や地域の関係機関との連携を図りながら、保護者が保護者として成
長していくためのサポートをしていく。 

 
２． 運営内容 
（１）運営主体（事業者の概要） 
事業者の名称 社会福祉法人教泉会 

事業者の所在地 岐阜市古市場 106 番地 4 

事業者の連絡先 ０５８－２３４－３７５５ 

代表者氏名 理事長 西垣 安久 

（２）施設の概要 
種      別 幼保連携型認定こども園 

名      称 黒野こども園 

所  在  地 岐阜市古市場 111 番地 28 

連  絡  先 
（電話番号）   ０５８－２３９－０１３４ 
（ＦＡＸ番号）   ０５８－２３４－３８１４ 

施設長氏名 西垣 安久 

開設年月日 
保育所認可             昭和２３年１２月２８日 
幼保連携型認定こども園認可  平成２８年 ４月 １日 

利用定員 

年齢区分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

１号 ― 人 ― 人 ― 人 9人 9人 7人 25人 

２号・３号 21人 46人 50人 76人 78人 79人 350人 

合  計 21人 46人 50人 85人 87人 86人 375人 

当園の基本理念・方針 

保育理念 
本園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満３歳以上の子ど
もに対する教育並びに保育を必要とする子どもに対する保育を一体的に行い、こ
れらの子どもの心身共に健やかな成長が図られるよう適当な環境を与えて、その心
身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的とす
る。 
プレイフルキッズ（遊び込む子ども）の育成 
① 環境に共振できる子ども 

（自然・物・人・社会等の環境に関わって動くことができる子ども） 
② 環境に共鳴できる子ども 

（自然・物・人・社会等の環境に関わって共感できる子ども） 
③ 環境と共創できる子ども 
（自然・物・人・社会等の環境との違いを理解し、新しい考えを産み出すことができ
る子ども） 

（３）施設の概要 

敷     地 
敷地全体 ８,６６０．６２㎡ 

園庭 ３,０３４．１４㎡ 

園     舎 
構造 鉄筋コンクリート造・亜鉛メッキ鋼板葺・２階建 

延べ  ２,１５５．２６㎡ 

（４）主な設備の概要 
設備 部屋数 備考 

３歳以上児保育室 １０室 
あお組（５歳児クラス） 
もも組（４歳児クラス） 
あか組（３歳児クラス） 

２歳児保育室 ３室 みどり組（2 歳児クラス） 

０、１歳 ほふく室 ５室 
き   組 （1 歳児クラス） 
ひよこ組 （0 歳児クラス） 

遊戯室 １室  

給食室 １室  
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子育て支援室 １室 ゆずりは 

 
 
（５）職員体制（令和８年４月１日 予定） 

職種 員数 常勤 非常勤 備考 

園長  １人  １人  人  

副園長  １人  １人  人  

主幹保育教諭  ２人  ２人 人  

保育教諭  ６４人 ４１人  ２３人  

看護師  １人  １人 人  

栄養士 ２人  １人   １人  

調理員  ４人  ２人  ２人  

学校医  １人  人  １人  

学校歯科医 １人  人 １人  

学校薬剤師 １人  人 １人  

事務職員 ２人  １人 １人  

保育補助者 ３人  人 ３人  

講師 １人 人 １人  

送迎バス運転手・用務員 １人  人 １人  

本園では、岐阜市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例、その
他関係法令及び関係条例を遵守し、特定教育・保育の実施に必要な職員として、上記の職種の職員を配置し
ています。 
（６）利用定員ごとの提供する日及び時間並びに提供を行わない日 
【１号認定子ども（教育標準時間認定）】 
提供する曜日 月曜日から金曜日まで 

保育時間 教育標準時間 午前 ９時００分～午後 ３時００分（６時間００分） 

預かり保育 保育時間 午前 ８時３０分～午後 ４時３０分 

休業日 

土曜日・日曜日・祝日 

年末・年始（１２月２６日～ １月 ６日） 

夏季（ ８月１０日～ ８月２１日） 

春季（ ３月２６日～ ４月 ５日） 

【２号・３号認定子ども（保育認定）】 
提供する曜日 月曜日から土曜日まで 

保育時間 
保育標準時間 午前 ７時００分～午後 ６時００分（１１時間） 

保育短時間 午前 ８時３０分～午後 ４時３０分（ ８時間） 

延長保育 

保育標準時間 夕： 午後 ６時００分 ～ 午後 ７時００分 

保育短時間 
朝： 午前 ７時００分 ～ 午前 ８時３０分 

夕： 午後 ４時３０分 ～ 午後 ６時００分 

開所時間 
月～金曜日 午前 ７時００分～午後 ７時００分 

土曜日 午前 ７時００分～午後 ３時００分 

休業日 
日曜日・祝日 

年末年始（１２月２９日～１月３日） 

（７）利用料等 
別表のとおり 
（８）支払方法 
金融機関口座引落による（振替不能の場合は現金持参） 

（９）提供する特定教育・保育の内容 
子どもの最善の利益を最優先に考え、子どもの心身共に健やかな成長を願うと共に家庭の支援をとおして共
に育ちあえる環境を目指す。 
教育・保育の目標 
プレイフルキッズ（遊び込む子ども）の育成 
環境に共振できる子ども 

（自然・物・人・社会等の環境に関わって動くことができる子ども） 
環境に共鳴できる子ども 

（自然・物・人・社会等の環境に関わって共感できる子ども） 
環境と共創できる子ども 
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（自然・物・人・社会等の環境との違いを理解し、新しい考えを産み出すことができる子ども） 
 

 
 
（１０）年間行事予定 

月 行 事 内 容 

４ 入園式・進級式 

５ 健康診断（内科、歯科、眼科）・くろのマルシェ 
６ 第 1 回尿検査・クラス懇談会 

７ 耳鼻科健診 

８ 夏祭り 
９ アオフェス（5歳児）・くろのマルシェ 

１０ 
キッズフェスティバル（3･4･5歳児） 
第２回尿検査・金華山登山（5歳児） 

１１ 年長懇談会 

１２ もちつき・親子ふれあい Day（3･4･5 歳児）・くろのマルシェ 

２ 節分・健康診断（内科）  

３ くろのマルシェ・お別れ遠足（３・４・５歳児）・卒園式 
毎月  避難訓練（防災） 隔月 不審者避難訓練 
その他 プレイアクティビティ（各クラスの取組により必要な時期に園外へ出かけます）・小学校・中学校交流
会、交通指導（3,4,5歳児）・サイエンス遊び（4.5歳児）・絵本の読み聞かせ（4,5歳児） 等 
（１１）利用の開始及び終了に関する事項及び利用に当たっての留意事項 

利用者の内定 

【１号認定子ども】 
 支給認定保護者からの利用申込に応じられない場合は，在園児、在園児に

兄弟姉妹がいる子ども、卒園児に兄弟姉妹がいる子ども、児童虐待防止の観
点から特別の支援を要する子どもを優先し、本園の教育・保育理念に十分な
理解ある保護者を選考します。 

【２号・３号認定子ども】 
 市が行う利用調整による 

利用決定 利用契約書の締結による 

 

退園理由 

 １号・２号・３号認定子どもに該当しなくなったとき（卒園を含む。） 

 保護者から退園の申出があったとき 

 利用継続が不可能であると市が認めたとき 

 その他、利用継続の重大な支障又は困難が生じたとき 

 保育料等の利用料の滞納が 2 ヶ月を超える場合 

利用に当たっての 

留意事項 
 

（１２）嘱託医 
医療機関の名称 福富医院 

医院長名 福富 悌 

所在地 岐阜市安食１２２８ 

電話番号 ０５８－２３８－８５５５ 

（１３）嘱託歯科医 
医療機関の名称 西村歯科医院 

医院長名 西村  悟 

所在地 岐阜市黒野４６７の３ 

電話番号 ０５８－２３９－００１１ 

※このほかに園薬剤師により園の環境衛生の維持改善に関する指導助言も行っています。 
（１４）緊急時における対応方法 
１ 保育の提供中に、園児の健康状態の急変その他緊急事態が生じたときは、速やかに園児の家族等に連絡
するとともに、嘱託医又は子どもの主治医に相談する等の措置を講じる。 

２ 保育の提供により事故が発生した場合は、岐阜市及び保護者に連絡するとともに、必要な措置を講じ
る。 

３ 園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を速やかに行う。 
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【管轄する消防署】 
消防署名 岐阜北消防署 黒野分署 

所在地 岐阜市今川字神明 63-1 

電話番号 058-239-3942 

【管轄する警察署】 
警察署名 岐阜北警察署 黒野交番 

所在地 岐阜市今川 59 - 1 

電話番号 058-239-0002 

（１５）非常災害対策 
防火管理者 西垣 安久 

消防計画届出年月日 岐阜北消防署黒野分署 令和 7 年 ４月 ６日届出（毎年年度初めに更新） 

避難訓練 
毎月１回（９月、３月は２回） 
火災・地震を想定した避難訓練を実施。９，３月は総合訓練実施 

防災設備 自動火災報知器・誘導灯・屋内消火栓・消火器・非常用発電設備 

避難場所 第１避難：黒野こども園 園庭 第２避難：黒野小学校 

園児の引渡し 上記避難場所の、安全が確保できる場所で職員が行います。  

（１６）相談・要望・苦情窓口 
 

本園ご利用 

相談窓口 

 

 

 

・受付担当者 副園長 西垣真由美 ・ 主幹保育教諭 津田安紗美  

・解決責任者 園長 西垣 安久 

・ご利用時間 ８：３０～１７：３０（月～金） 
・電話番号  ０５８－２３９－０１３４ 

・Ｆ Ａ Ｘ   ０５８－２３４－３８１４ 

担当者不在の場合は、本園職員まで申し出ください。 

第三者委員 

 

 

戸川 尚丈 

 

０５８－２３９－３５００ 

第三者委員 

黒野こども園保護者会長 
令和８年度会長  

 
【要望・苦情等への対応方法】 
玄関先に要望・苦情等に係わる投函箱を設置しています。 
 

（１７）賠償責任保険の加入状況 

以下の保険に加入しています。 

保険の種類 ほいくえんのほけん 

保険の内容 園児賠償責任保険・園児団体傷害保険 

保険金額 
園賠償責任 支払限度額１名・１事故１０億円等 

園児傷害  入院１日１８００円  通院１日 １２００円 等 

（１８）個人情報の取り扱い 

個人情報管理規程に従い適切に管理運営する。 

 

（１９）その他保護者に説明すべき事項 
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別紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙

3歳以上クラス

その他の費用 費目

4,800

800

土曜日利用者 １日につき 300

往復 3200

片道 2500

教材費 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

130 130 130 130 130 400

室内遊具 室内遊具 室内遊具 室内遊具 室内遊具 室内遊具

アオフェス

証書ファイル

月払 プレイアクティビティ 80 100 100 130 150 150

おもいで代 1,620

絵本代 450 400 430 450 480 480

カラー帽子

通園帽子

通園バッグ

入園/進級時等　 ミニバック

布団バック

白Ｔシャツ

アニマルTシャツ

ドライカラーTシャツ

新年度用品（新人） 3200 3,840 4,810 5,670 3,910 4,800

新年度用品（継続） 1400 1,760 4,340 3,200 3,440 4,330

短時間 300 300

標準時間 300

保育費 2,240 2,240 2,240 1,490 1,490 1,490

給食費 360 360 360 300 300 300

保護者会費 月額 600 600 600 600 600 600

希望者

希望者

2,190

940

940

1,000

令和８年度徴収金明細表(４月１日から)

保育料 利用者負担

保育料は無償化（ただし、給食費（食材費、主食費）・延長保育料は除く)

３歳未満児クラス

・住民票のある市町村民税に基づき市が保育料を定めます。

・保育料は登園の有無に関わらず月の初日に在籍していた場合は、その月の

　全額を負担していただきます。

希望者

希望者

３歳児～/1.2歳児希望者

実費徴収

給食費

副食費

主食費

教材費

通園バス利用料

保育料に含む

※満3歳から

利用可能

570

　※市の算定により、副食費が免除される場合があります。

3歳未満児 3歳以上児

1,380

1,040

1,780

１歳児～

希望者

３歳児～/0.1.2歳児希望者

副食費

主食費

一時預かり

　※３歳以上児クラス対象者は、２号同様の保育の必要性が認められる場合は、申請により保育料のみ免除の対象となる可能性があります。

　※物価の高騰が続いており、今後価格の変更をお願いすることも考えられます。ご了承下さい。

　※プレイアクティビティと提示されている経費は、ｸｯｷﾝｸﾞの材料代及び園外へ園バスを利用して活動する場合の輸送費です。クラス単位での移動も含めます。

  ※延長保育料、一時預かり保育料は岐阜市で定める単価となるため、年度が替わり変更となる場合もあります。

　　 その他、園外へ出かける時に観光バス、電車等の交通手段を別途利用する場合、入園料、利用料が発生する場合は、その都度実費を請求いたします。

預かり保育料 1号認定

延長保育料
　前時間 7:00～8:30 　後時間 16:30～18:00

18:00～19:00 短時間は利用時間によりそれぞれの料金が発生します

  　　平日8:30～9:00　　15:00～4:30　 各300

1,500

　※２号同様の保育の必要性が認められる場合は、申請により免除の対象となります。

休日預かり(土曜日・1号休業日等)
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３．教育・保育計画 
 
(1)教育・保育環境に対する考え方 
  教育・保育の環境には、保育教諭等や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの物的環境、更には自然や
 社会の事象などがある。こうしたひと、もの、ことなどの環境が相互に関連し合い、子どもの生活が豊かな
 ものとなるよう、次の事項に留意しつつ、計画的に環境を構成し、工夫して教育・保育をする。 
 ①子ども自らが環境に関わり、自発的に活動し、様々な経験を積んでいくことができるよう配慮する。 
 ②子どもの活動が豊かに展開されるよう、こども園の設備や環境を整え、こども園の保健的環境や安全の確
  保などに努める。 
 ③保育室は、温かな親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生きと活動できる場となるように配慮す
る。 
 ④子どもが人と関わる力を育てていくため、子ども自らが周囲の子どもや大人と関わっていくことができる
  環境を整える。 
 
(2)子どもの発達理解に関する項目 
 (A)子どもの発達と保育者の役割 
  子どもは、様々な環境との相互作用により発達していく。すなわち、子どもの発達は、子どもがそれまで
 の体験を基にして、環境に働きかけ、環境との相互作用を通して、豊かな心情、意欲及び態度を身に付け、
 新たな能力を獲得していく過程である。特に大切なのは、人との関わりであり、愛情豊かで思慮深い大人に
 よる保護や世話などを通して、大人と子どもの相互の関わりが十分に行われることが重要である。この関係
 を起点として、次第に他の子どもとの間でも相互に働きかけ、関わりを深め、人への信頼感と自己肯定感を
 育み、主体性を形成していくのである。これらのことを 踏まえ、保育教諭等は、次に掲げる子どもの発達
 の特性や、年齢区分ごとの発達過程を理解し、発達及び生活の連続性に配慮して保育しなければならな     
  い。その際、保育教諭等は、子どもと生活や遊びを共にする中で、一人一人の子どもの心身の状態を把握し 
  ながら、その発達の援助を行うことが必要である。 
 
 (B)乳幼児期の発達の特性 
  ①子どもは、大人によって生命を守られ、愛され、信頼されることにより、情緒が安定するとともに、人
   への信頼感が育つ。そして、身近な環境（自然、物、社会、人など）に興味や関心を持ち、自発的に働
   きかけるなど、次第に自我が芽生える。 
  ②子どもは、子どもを取り巻く環境に主体的に関わることにより、心身の発達が促される。子どもは、大
   人との信頼関係を基にして、子ども同士の関係を持つようになる。この相互の関わりを通じて、身体的
   な発達及び知的な発達とともに、情緒的、社会的及び道徳的な発達が促される。 
  ③乳幼児期は、生理的、身体的な諸条件や生育環境の違いにより、一人一人の心身の発達の個人差が大き
   い。 
  ④子どもは、遊びを通して、仲間との関係を育み、その中で個の成長も促される。 
  ⑤乳幼児期は、生涯にわたる生きる力の基礎が培われる時期であり、特に身体感覚を伴う多様な経験が積
   み重なることにより、豊かな感性とともに好奇心、探究心や思考力が養われる。またそれらがその後の
   生活や学びの基礎になる。 
 
(3)発達区分ごとの子どもの姿・ねらい・かかわりの視点に関する項目 
  年齢区分ごとに子どもの姿・ねらい・かかわりの視点を明記。 
 
(4)保育を実施する上での全般的配慮事項 
  
 ①子どもの心身の発達及び活動の実態などの個人差を踏まえるとともに、一人一人の子どもの気持ちを受け
  止め、援助する。 
 ②子どもの健康は、生理的、身体的な育ちとともに、自主性や社会性、豊かな感性の育ちとがあいまっても
  たらされることに留意する。 
 ③子どもが自ら周囲に働きかけ、試行錯誤しつつ自分の力で行う活動を見守りながら、適切に援助する。 
 ④子どもの入園時の保育に当たっては、できるだけ個別的に対応し、子どもが安定感を得て、次第にこども
  園の生活になじんでいくようにするとともに、既に入園している子どもに不安や動揺を与えないよう配慮
  する。 
 ⑤子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるよう配慮する。 
 ⑥子どもの性差や個人差にも留意しつつ、性別などによる固定的な意識を植え付けることがないよう配慮す
  る。 
 
(5) 教育・保育の計画と自己評価に関する項目保育の計画 
 (A)指導計画作成上の留意事項 
  指導計画の作成に当たっては、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を踏まえ、特に次の事項に留意し
 なければならない。 
 １）発達過程に応じた保育 
 ①３歳未満児については、一人一人の子どもの生育歴、心身の発達、活動の実態等に即して個別的な計画を
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  作成する。 
 ②３歳以上児については、個の成長と、子ども相互の関係や協同的な活動が促されるよう配慮する。 
 ③異年齢で構成される組やグループでの保育においては、一人一人の子どもの生活や経験、発達過程などを
  把握し、適切な援助や環境構成ができるよう配慮する。 
 
 ２）長時間にわたる保育 
  長時間にわたる保育については、子どもの発達過程、生活のリズム及び心身の状態に十分配慮して保育の
 内容や方法、職員の協力体制、家庭との連携などを指導計画に位置付ける。 
 
 ３）障がいのある子どもの保育 
 ①障がいのある子どもの保育については、一人一人の子どもの発達過程や障がいの状態を把握し、適切な環
  境の下で、障がいのある子どもが他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中に位置
  付けること。また、子どもの状況に応じた保育を実施する観点から家庭や関係機関と連携した支援のため
  の計画を個別に作成するなど適切な対応を図る。 
 ②教育・保育の展開に当たっては、その子どもの発達の状況や日々の状態によっては、指導計画にとらわれ

ず、柔軟に教育・保育を行い、職員の連携体制の中で個別の関わりが十分行えるようにする。 
 ③家庭との連携を密にし、保護者との相互理解を図りながら、適切に対応する。 
 ④専門機関との連携を図り、必要に応じて助言等を得る。 
 
 ４）小学校との連携 

一昨年来、教育委員会、小学校との交流の機会がようやく増えてきている。 
令和２年度より、小学校の学習指導要領が変更された。この際、教育保育要領との整合性を図る意味でも、
更に深い関わりが必要と考えている。 

しかし、コロナ禍であるため制限がかかる中、どう連携して行くか模索していく。 
 ①子どもの生活や発達の連続性を踏まえ、保育の内容の工夫を図るとともに、就学に向けてこども園の子ど
  もと小学校の児童との交流、職員同士の交流、情報共有や相互理解など小学校との積極的な連携を図りｱﾌﾟ
  ﾛｰﾁﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを修正しスムーズな就学移行へ繋がるよう配慮する。 
 ②子どもに関する情報共有に関して、こども園に入園している子どもの就学に際し、市町村の支援の下に、
  子どもの育ちを支えるための資料（保育要録）を園から小学校へ送付する。 
 
 ５）家庭及び地域社会との連携 
   子どもの生活の連続性を踏まえ、家庭及び地域社会と連携して保育が展開されるよう配慮する。その
際、  家庭や地域の機関及び団体の協力を得て、地域の自然、人材、行事、施設等の資源を積極的に活用
し、豊  かな生活体験を始め保育内容の充実が図られるよう配慮する。 
  地域とのつながりを強化するため、くろのマルシェを計画している。 
 
.４．児童の検診等実施予定 
 

実 施 健 診  実 施 日  支 出 科 目  支 出 額   
内 科  

 
 

5 月 1 4 日   
嘱 託 医 手 当  

 

 
223,200 

 

 
円 

 
5 月 2 1 日  
2 月 予 定  

歯 科  
 

5 月 1 3  
6 月 2 0 日  

嘱託医手当 
 

154,800 
 

円 
 

眼 科  
 
5 月 2 9 日  嘱 託 医 手 当  1 6 9 , 2 0 0  円  
6 月  5 日     

耳 鼻 咽 喉 科  
 
 

6 月  2 日  嘱 託 医 手 当  
 
 

1 6 9 , 2 0 0  
 
円  

 
 

6 月  9日  
7 月 1 5 日  

検 便 ・ 尿 検 査  
 
6 月 上 旬  保 健 衛 生 費  

 
1 6 0 , 0 0 0  

 
円 

 1 1 月 予 定  
 
５.職員研修実施予定 
 
   研修内容       研修日    参加者   支出科目  

  
    支出額    
  

全私保北九州大会 
 

5月20,21,22日 
 

   3名 
 

研修費 
旅費交通費 

     300,000円 
 

くるみの木静岡セミナー 
 

7月25日,26日 
 

   3名 
 

研修費 
旅費交通費 

     120,000円 
 

保育総合研修会 
 

1月20日～22日 
 

   3名 
 

研修費 
旅費交通費 

    200,000円 
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６.環境衛生検査実施予定 
 
 実施日 支出科目 支出額 
環境衛生検査 
 
 

5月  
保健衛生費 
 

 
   151,150円 
      

10月 
２月 

調理員等検便 
 

毎月2回 
 

福利厚生費 
 

    600,000円 
 

７.施設整備事業等実施予定 
 

予定事業 予定月 支出科目 予定 支出額 
             
    

 
８.保険加入状況 
 

保険の種類 期間 支出科目 支出額 
 傷害・賠償責任保険   1年 事業雑費   1,110,000円 
    
    

 
９.特別保育事業 
 
地域子育て支援センターの開設 

子育て支援拠点として当法人が事業に着手してから、31 年目を迎えている。 
SNS をはじめとするソーシャルメディアが、社会の情報伝達手段として優位に立っている今日、子育てに関す

る情報が氾濫している。情報量の多さに子育て世代が混乱する状況になっていないか心配している。 
また、保育施設への就園が低年齢化する一方で、子育て支援施設自体の利用者数が減少に転じることもあ

り、地域でのニーズを分析し支援室の役割を再考する必要もあると考えている。 
 子育ての諸問題も変化がみられると共に多様化している現実がある。 
 このような背景がある中で、子育て支援のあり方を模索しているところであるが、こんな時代だからこそ、
人と人との繋がりの大切さをひしひしと実感している。 
 何よりも子どもの育ちを第一に考え、子育て支援拠点「ゆずりは」が地域に根ざした支援施設であることが
より一層求められている。 
 今年度は、SNS を活用して情報提供を充実させていくと共に、利用者の声を反映した形で親子教室、セミナー
等の取組としたいと考えている。 
新型コロナウイルスの感染が第 5 類となったが完全に終息していないため、感染対策を徹底しながら、安心

して利用できる体制を維持することが重要であると考えている。 
新型コロナの影響か、出生数が更に低下をみせる中、支援センターの役割は更に重要になってきている。 
今年度も、感染状況に考慮しながら地域と子育て世代を結ぶため、黒野マルシェを 3 回程度開催する。 

 子育てを地域で支える活動が、これからの社会には必要になるとの考えから、子育て支援のあり方を模索し
ているところである。こんな時期だからこそ、人と人との繋がり、地域の繋がりの大切さを重視して、活動を
展開したいと考えている。 
 何よりも子どもの育ちを第一に考え、子育て支援拠点「ゆずりは」が地域に根ざした支援施設であることが
より一層求められている。 
  
 

事業内容 

 （１）交流の場の提供・交流促進    

・支援室開放 週５日   9：00～12：00  14：00～16：00 

・園庭開放  週 6 日  9：00～12：00   13：00～15：00 土曜日 9:00～13:00 

・貸出絵本  週５日   9：00～16：00 

・親子教室  下記日程 火曜日 10:00～12:00  各 7 組 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

Ａコース 5／12 5／19 5／26 

Ｂコース 9／1 9／8 9／15 

Ｃコース 2／2 2／9 2／16 
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・交流プログラム 週５日 10：30～11：00  14：00～14：30 

    

（２）子育て等に関する相談、援助の実施   

・面接      10：00～16：00 

・電話      10：00～16：00 

・Ｅメール/公式ＬＩＮＥ    随時 

 

（３）地域の子育て関連情報の提供 

・地域の子育て情報のチラシやリーフレットを机上や壁面に設置する。 

〈センター前〉①岐阜市子育て支援拠点5カ所：活動報告書 

②岐阜市教育委員会：エールパンフ、子どもの権利や特別支援教育のリーフレット 

③男女共同参画・女性の活動支援センター：リーフレット 

「キャリ★ナビ」講座のチラシ等 

                  ④岐阜市柳ヶ瀬子育て支援施設ツナグテ：「てとてと講座」等のチラシ 

⑤その他  「NPO法人ほっぺの会」「まま・ここっと」の情報パンフレット等 

※毎日“ゆずりは”のインスタを更新する。 

地域と連携して、子育て家族が個々のニーズに合う情報を得られるようにする。 

（４）子育て・子育て支援に関する講習等 

 ・子育てに関する様々な分野のセミナーを開催する。 

月 内容 講師 

４ 
栄養セミナー 

「子どもの栄養バランスに関するお話」 

栄養士 

野中栄養士 

５ 
音楽セミナー 

「音楽的コミュニケーションを豊かに」 

音楽講師 

脇田和子 

６ 
健康セミナー 

「乳児の歯磨き指導」 

外部講師 

岐阜大学看護学科学生 

７ 
英会話セミナー 

「ネイティブスピーカーと英語で遊ぼう」 

外部講師 

English for you 

８ 
栄養セミナー 

「おなか元気教室」 

外部講師 

ヤクルト 

9 
ふれあいセミナー 

「ベビーマッサージでスキンシップ」 

保育教諭 

山口保育教諭 

10 
リクレーションセミナー 

「親子で全身を使った運動遊び」 

外部講師 

岐阜県リクレーション協会 
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（５）地域支援 

 “ゆずりは”では、令和2年度より「親自身のエンパワメント」と「子育ての社会化」という視点で、利用者支援と地

域連携を一体的に展開する活動に取り組んでいる。ステップAで支援拠点と子育て親子を繋げ、ステップB&C

で支援拠点がハブとなって地域資源と子育て親子を繋げ、ステップDで地域資源と協働するという仕組みの中

で、地域の子育て力の向上を目指して活動している。これまでにマルシェ（地域資源や子育て親子に出店やス

テージパフォーマンスを依頼し、子育て親子をはじめ、地域の住民、こども園の在園児、子育て支援に関わる人

々が集い、買物や体験を楽しむ地域に開かれたイベント）を２０回開催してきた。地域に開かれたイベントとして

定着したため、『くろの親子マルシェ』から『くろのdeマルシェ』へと改称し、今年度は5月・9月・1２月・3月に４回

開催する。『くろのdeマルシェ』での繋がりを基軸に、アの多様な世代との連携や、イの地域の団体との協働や、

ウの子育て資源の発掘・育成、エの訪問支援を継続的に行っていく。マルシェ以外の活動は不定期ながら、各

活動で発揮されるマンパワーを適材適所で循環させていきたいと考えている。なお、ア～エの項目に該当する

単発的活動は下記の通りである。 

ア 高齢者・地域学生等地域の多様な世代との連携 

  ・黒野公民館サークル：「民踊研究会」「オカリナサークル」等に支援室講座を依頼、玩具の修理  

  ・岐阜大学看護学科の地域連携事業として、支援室での健康セミナーを依頼 

 イ 地域の団体と協働して伝統文化や習慣・行事を実施し、親子の育ちを支援する取組     

 ウ 地域ボランティアの育成、町内会、子育てサークルとの共同による地域団体の活性化等地域の子育て資源の

発掘・育成を行う取組 

  ・地域事業への職員の派遣、出前講座等   

① 青少年育成会主催の親子教室への講師派遣    

② 岐阜市柳ヶ瀬子育て支援施設のツナグテとのコラボ企画 

③ メディアコスモス・市役所のミンナト広場等の公共の場における出前講座 

④ 黒野・西郷・長良・日光・則武地域等での子育てサークルへの講師派遣等、本事業を利用したくても利用できな

い家庭に対して訪問支援等を行うことで地域とのつながりを持たせる取組 

①インスタグラムを活用した情報発信  ②ZOOMを活用したオンライン講座や育児相談 

11 
科学セミナー 

「簡単なおもしろ実験や工作に挑戦しよう！」 
岐阜市科学館職員 

12 
健康セミナー 

「子どもの感染症に関するお話」 

看護師 

坂沙代里 

1 
国際交流セミナー 

「外国人スタッフと国際理解を深めよう」 
岐阜市国際交流協会職員 

2 
運動セミナー 

「親子で弾むバランスボール」 

保育教諭 

大野まど香 

3 
ふれあいセミナー 

「LET”S、親子ダンス」 

外部講師 

太田奈美 
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③地域への『くろのdeマルシェ』の広報 

６ その他 

  ・ステップAで行う毎日の交流プログラムの充実 

① 毎日 10:30 と 14:00に 30 分間のプログラムを企画 

② スタッフや園職員、地域資源を巻き込んだ多彩で魅力的なプログラムの企画 

③ プログラム終了後に、参加した親子と開放に訪れた親子の交流時間の確保 

  ・いつでも誰でも利用しやすいサポート体制の確立 

①  『岐阜県赤ちゃんステーション』としておむつ替えや授乳スペースの提供 

② 身長や体重を定期的に記入できる『すくすくカード』を常備 

③ 本センターへのアクセスや駐車場を解説する画像や動画を SNSにアップ 

④ 園職員の誰でも対応できるように、職員への周知徹底 

７ 連携機関    約200の団体（自治体・NPO法人・店舗・大学・企業等）  

 

一時預かり事業 
 
 緊急性の高い保育、保護者支援、短時間労働者等様々な保育の需要に対応するため一時預かり事業を行う。 
 なお、幼稚園型一時預かりも併せて行う。 
 料金体系は、岐阜市の統一料金を設定する。 
 
イ 利用人員 
   一時預かり 
   ２歳 3 歳以上児 利用計画 0 歳児１名 １歳児４名３名２名 
ロ 利用料 
   保育料は岐阜市の基準に従い次の通りとする  
  （予定）１日の保育料 １日の保育料 ３才未満児 2,240 円 おやつ代・給食費 未満児 360 円 
                    ３歳以上児 1,490 円 おやつ代・給食費 以上児 300 円 
ハ 職員配置 該当年齢クラスにて対応 
 
10．令和 8 年度雇用予定者 
 

園 長  副 園 長  主 幹 保 育 教 諭  副 主 幹 保 育 教 諭  保 育 教 諭  

1  1  2  2  6 3  

看 護 師  栄 養 士  調 理 員  事 務 員  そ の 他  

1  1 4  2  5 
 
その他嘱託医  岐阜市安食    福富医院     福富 悌 医師 内科 
              岐阜市黒野    西村歯科医院 西村  悟 医師 歯科 
       検診 耳鼻科 岐阜大学附属病院 耳鼻咽喉科医師  
                 眼 科 平野総合病院 眼科医師 
11．保育施設 
      園  舎    別添図面のとおり 
      備  品    運用財産に記載のとおり 
 
12．資金計画 
  通常経費は運営費収入で主にこれをまかない、別紙予算書にもとづいて執行する。 
 
13．法人の運営 
    理事会予定 2 回予定 
   理事長が全面的に事務を統理し、法人のために専属の職員はおかない。 
    評議員会 ２回 
     


